
2018年度 2019年度 2020年度

医原性気胸発生症例 2 1 0

中心静脈カテーテル挿入症例数 1910 2264 2224

気胸発生率 0.1% 0.04% 0.0%

【指標の説明】

中心静脈カテーテル挿入は医療現場に普及している処置ですが、不幸にも処置に伴い、

気胸の合併症が発生する症例も報告されています。合併症頻度を低く保つことは、医療

安全に対する取り組みの指標となります。

当院での気胸合併率は非常に少なく、当院での中心静脈穿刺認定医制度が奏功している

と考えられます。

【計算方法】

分子…分母のうち、医原性気胸発生症例

分母…中心静脈カテーテル挿入を受けた症例
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